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東京電力HD㈱福島第一原子力発電所の汚染水処理により発生する二次廃棄物の廃棄体化技術検討の一環として、ス

ラッジや廃吸着材の模擬廃棄物を対象とした圧縮成型及び焼結固化試験を開始した。本報告では、試験の概要につい

て報告する。 
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1. 試験の概要 

汚染水処理に伴って発生する多種多様な二次廃棄物に適用可能な処理技術の選定に向けて、廃棄体化処理に係る基

礎データの取得を進めている[1]。本件では、多核種除去設備から発生する鉄共沈スラリー及び炭酸塩スラリー，第

二セシウム吸着装置から発生するゼオライト及びケイチタン酸等の吸着材の模擬廃棄物を作製した。模擬廃棄物を対

象として、一軸圧縮プレスによる成型試料と成型試料を高温で焼結した試料を作製し、①強度(一軸圧縮及び摩耗性)、

吸湿性等の固化体特性及び②焼結固化体からの模擬核種の浸出性を評価した。主要な評価結果は、それぞれシリーズ

発表「(2) 圧縮成型と焼結固化試験」及び「(3) 焼結固化体の浸出性評価」で報告する。 

2. 対象廃棄物と模擬廃棄物の作製 

本試験に使用する模擬廃棄物を作製した。鉄共沈スラリーは、模擬核種としてCs, Sr, Eu, Ni及びCo を 20 ppm とな

るように加えた模擬汚染水に、塩化鉄溶液と水酸化ナトリウム溶液を添加し pH8 に調整することで作製した。炭酸

塩スラリーは同様の模擬汚染水に、海水塩を模擬した塩化カルシウム及び塩化マグネシウム六水和物を添加し溶解し

た後、水酸化ナトリウムと炭酸ナトリウムの混合溶液を添加し pH12 に調整することで作製した。炭酸塩スラリーの

粒度分布測定結果を図 1 に示す。作製したスラリーの粒径が、実際のスラリーの平均径 3.6～7.4 µm及びメジアン径

2.4～6.9 µm [2]の近傍に分布することを確認した。ゼオライト及びケイチタン酸は、実際の汚染水処理に用いられて

いるものと同じものの未使用品に、Cs を乾燥重量当たり 0.1 wt%とな

るように湿式で吸着させた。作製したスラリー及び吸着材は、105℃

で乾燥したものを試験に使用した。   

3. 今後の展望 

 今後は本試験に引き続き、多核種除去設備(増設及び高性能)から発

生する二次廃棄物の模擬物を対象に、圧縮成型及び焼結固化試験を実

施し、処理技術の適用性評価に必要な基礎データを取得する予定であ

る。 

※この成果は、経済産業省／平成 26 年度「廃炉・汚染水対策事業費補助金(固

体廃棄物の処理・処分に関する研究開発)」で得られたものである。 
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